
■本地域・流域の洪水による想定最大規模（L2）の想定雨量 

想定最大規模降雨：L2 

想定する河川等における降雨だけでなく、近隣の河川等における降雨が当該河川等でも同じ

ように発生すると考え、それぞれの地域において観測された最大の降雨量により設定すること

を基本としています。 

１年間に発生する確率が 1/1000以下の降雨による洪水で浸水が想定される範囲になります。

（木曽川流域 527㎜/48ｈ、郷瀬川流域 790 ㎜/24ｈ、新川流域：751 ㎜/24ｈ） 

※東海豪雨（2000年）：567㎜/48ｈ（時間最大雨量 93mm）（名古屋） 

 

〇木曽川水系 

流域面積：9,100 ㎢（木曽川流域：5,275 ㎢、長良川流域：1,985 ㎢、揖斐川流域：1,840 ㎢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 木曽川水系流域図（出典：国土交通省ウェブページ「木曽川・長良川・揖斐川」） 

 

■本地域・流域における過去・近年の豪雨災害 

〇東海豪雨（平成 12年９月） 

名古屋 48時間雨量 567㎜ 

庄内川枇杷島観測地点 最高水位 9.36m（計画高水位超過） 

 

 

 

 

 

 

図 被害状況と等雨量線図（出典：庄内川河川事務所ウェブページ「東海豪雨 20 年」） 

 

〇令和２年７月豪雨 

下呂市萩原 48時間雨量 557.5 ㎜  

木曽川犬山観測地点 最高水位 11.42m（出動水位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 被害状況（出典：岐阜県「令和 3 年 8 月 11 日からの大雨の検証報告」資料） 

 

〇令和３年８月豪雨 

下呂市萩原 48時間雨量 445.0 ㎜ 

木曽川犬山観測地点 最高水位 11.93m（避難判断水位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 被害状況（出典：岐阜県「令和 2 年 7 月豪雨災害の検証に係る合同会議」資料） 

参考資料１

 

（参考）令和 3 年 8 月豪雨時における木曽川の様子（栗栖） 


